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 本論文は、主として実証分析による仮説検証型の研究方法を用いている。第 2章、第 3章、



















































第Ⅰ部 受け手に対する影響の把握  
 











































     
第Ⅲ部 送り手に対する影響の把握 
 

















































































































































































































ャルネットワークを念頭に置いている。第 1章、第 2章、第 3章、第 4章、第 6章、第 7章




コミが議論の中心になったり（第 1章、第 4章）している。 
また、インターネットを介したクチコミを eクチコミとしてまとめて検討しているため、
今日、使用者が増大している Facebook や Twitter、Line の個別の特性を考慮した考察はで
きていない。新しいメディアの有効なマーケティング活用に貢献するために、今後の研究で
は、それぞれのメディアを介した eクチコミを議論の対象とし、対面クチコミとの共通点や
差異を明確化することが必要であると考えている。 
第二に、海外の消費者を想定したクチコミ発信の先行要因の検討ができていない点である。
生産拠点の移転ではなく、販売を目的とする日本企業の海外進出が活発化している。また、
訪日外国人が増え続けている今日において、日本や日本の企業について、また日本の製品や
サービス、日本での消費体験について、国を問わず消費者がグローバルに情報発信すること
が期待されている。第 10 章で論じているが、コミュニケーションと文化的特性には深い関
連があることから、国によるクチコミ発信の先行要因が同じではないことが推測される。文
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化的背景や特定の国や民族が有する特徴を踏まえた議論がなされることが、今後の研究には
求められると考えている。 
第三に、本論文の調査や実験にまつわる課題である。本論文では、クチコミ発信の先行要
因や、発信されたクチコミが受け手や語り手自身に与える影響を確認している。また語り手
に与える影響については、2週間後と 10週間後にも追跡調査を行っている。このように、ク
チコミプロセスの段階ごとに検討したり、時間経過に伴う変化を確認したりするなど、幅広
い研究課題の解明に取り組んだ。得られた研究成果を頑健なものにするためには、複数回に
わたり調査や実験を行ったり、対象のカテゴリーや特性を変更して検証したりすることが求
められるが、本論文ではできていない。残された課題であると認識している。 
また、実験や調査方法についても課題が残ったと考えている。設定した課題に適した方法
を検討し、最適なものとなるよう工夫を凝らした。例えば、日常的な会話を再現するために
協力者は友人と2人で参加し、送り手と受け手の役割に分かれて実験に参加した。また、実
験で用いたクチコミ対象の品質や魅力を担保するため、企業の協力を得て一般に販売されて
いる製品を確保したり（第2章）、ドラマチックなストーリーを有する映像を活用したり（第
6 章）した。しかし、本論文で行った実験設計では、被験者数を大量に確保することは物理
的にも財政的にも難しく、仮説に設定した条件操作を加えると 1条件あたりの回答者数は小
さいものであった。サンプル数の影響を受けにくい統計的分析手法を採用しているため、本
論文の分析結果に瑕疵はないと考えているが、複雑な実験設計に伴う本論文の課題としてあ
げておきたい。 
以上の点は、本論文に残された問題点であり、本論文をまとめるなかで見出された課題で
ある。今後、地道に検証を繰り返したり、発展的に議論を深めたりすることで、マーケティ
ング研究ならびに産業界の発展に貢献したいと考えている。 
 
 
 
